



























図 1　 2016 年 11 月 14 日ニュージーランド大地震（M7.8）におけるハンダリ (Hundalee) 断層帯（図 2 に□）の地表断層と被害状況。 
本調査では地震断層が現れた場所を A,B,C,D,E,F,G で、海岸隆起を G で、大破した住宅を H で、写真の向きを N,E などで示す。 
全体地域 地表変位量を図 2 に示す (GNS:2016)。
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地点 C( 写真向き W)　南 - 北走行した断層が谷と川を横切り、西側に 1.2m 隆起し、道路が 1.2m に左ずれした。David が車道の幅を
示した。
図 2　 2016 年 12 月 22 日にまとめた地表断層の変位量 
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図 3　 日本・台湾・ニュージーランドの地震ハザードモデルが米学術論文誌「Seismological Research Letters」の裏表紙に掲載さ
れました。★が 2016 年に発生した大地震です。(Pagani, M., K.X. Hao, H. Fujiwara, M. Gerstenberger and K-F. Ma (2016): 
Appraising the PSHA Earthquake Source models of Japan, New Zealand and Taiwan.)
